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1. 概要 

1.1. F-RevoCRM とは 

F-RevoCRM は、オープンソース CRM（顧客管理）アプリケーションとして世界中で活用されている

VtigerCRM(※)をベースに、日本の企業文化に合わせシンキングリードが独自のカスタマイズを行った、フリ

ー＆オープンな高機能 CRM アプリケーションです。 

※VtigerCRM は全世界で 280 万を超えるダウンロード実績があり、ユーザー主導による多言語対応が行われています。英語のほかドイツ語・

スペイン語・ハンガリー語・スロバキア語などに翻訳されているほか、日本でもコミュニティによる日本語化プロジェクトが活発に進められて

います。 

 

 

 

オープンソース 

F-RevoCRM はソースコードが開示されているため、特定のベンダーに依存せず、スピーディかつ低コスト

でシステムの構築・運用を行うことができます。社内でシステムを内製することも可能です。 

 

ライセンスフリー 

F-RevoCRM は、他の CRM 製品を選定した際に生じるライセンス料がかかりません。自社で費用をかけずに

カスタマイズや保守を行うことも、必要に応じ外部のカスタマイズサービスを利用して早期の活用や成功を目

指すことも自由です。 

 

統合型 CRM 

F-RevoCRM は、メジャーな CRM 製品と比較しても遜色のない「統合型 CRM」です。マーケティング・営

業支援・保守サポート・販売管理・コミュニケーション機能などを網羅しています。 

 

柔軟性 

各項目の追加・変更・削除は、管理画面で行うことができます。また標準的なプログラミング言語 PHP で開

発され、カスタマイズが容易であることから、基幹システム等との連携も可能です。業務の効率化や、質の高

い情報共有が実現できます。 
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1.2. 適用範囲 

本ガイドは F-RevoCRM Version 6.x に適用します。 

 

 

1.3. ライセンスと著作権 

1. F-RevoCRM は巻末の「7. オープンソースライセンス使用許諾約款」に従いご利用いただけます。 

2. F-RevoCRM 及びサービスの名称等は、シンキングリード株式会社の商標または登録商標です。 

3. その他、本ガイドに掲載しているシステム名、製品名などは一般に各社の商標または登録商標です。 

4. 当ドキュメントの著作権はシンキングリード株式会社に帰属します。シンキングリード株式会社の許可な

く、当ドキュメントの内容の全部または一部を複製、改変、公衆送信することは、著作権法上、禁止され

ております。当ドキュメントの全部または一部の使用をご希望される場合は、弊社までお問合わせくださ

い。 

 

 

1.4. お問い合わせ先 

 

 

シンキングリード株式会社 

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町 1 丁目 11 番 2 号 川商ビル 8 階 

電話 : 03-6661-6801 

FAX : 03-6661-6803 

Web サイト : https://www.thinkingreed.co.jp/ 

メール : info@thinkingreed.co.jp 
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2. システム設定の概要 

2.1. ログイン 

システム設定を行うには、管理者権限のあるユーザーでログインしてください。 

ログイン後、ナビゲーションバー右上の歯車アイコンをクリックして、システム設定 を選択します。 

 

 

 

 

 

 

2.2. システム設定の構成 

システム設定は、以下の 4 つのグループで構成されています。 

 

ユーザー＆アクセス制御 本システムを使用するユーザーの管理。役割やプロファイルの設定。共有ルールの設定。ログ

イン履歴。 

スタジオ 各機能モジュールの管理。フィールドや定義リストの追加、編集、削除。メニューの編集。 

テンプレート 本システムを利用する企業情報の管理 

他の設定 送信メールサーバー、通貨、課税等の設定。メールコンバーター、ワークフロー、スケジュー

ルの設定。顧客ポータル、Web フォームの設定。 
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1. ユーザー は本システムを利用するユーザーの追加、編集、削除などの設

定を行います。 

2. 役割 / プロファイル / グループ / 共有ルール はそれぞれの切り口か

ら、ユーザーに対するアクセス制御を設定します。アクセス制御はモジュ

ール毎にそのモジュールの持つ項目単位でアクセス制御の設定が可能で

す。 

3. ログイン履歴 は全ユーザーのシステムへのログイン履歴を管理します。 

ユーザー＆アクセス制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタジオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. フィールドの編集 ではモジュールごとに項目を追加・編集・削除するこ

とが出来ます。 

2. 定義リストエディタ はフィールドが選択肢型の項目の選択肢を設定しま

す。 

3. 定義リストの依存関係の設定 ではある項目の選択肢が選択された場合に

別の項目の選択肢に制限をかける機能です。 

4. メニューエディタ は画面トップにあるナビゲーション・メニューに表示

するモジュールを設定します。 

5. モジュールマネージャ は本システムで使用するモジュールの有効化、無

効化を設定します。 
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テンプレート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の設定 

 

  

1.  

1. 企業の詳細 では、自社のロゴや企業情報などを入力します。 

1. お知らせ はシステムの画面上部にマーキーとして流れるメッセージを登

録します。 

2. 送信メールサーバー / 在庫:諸条件 / 通貨 / 課税計算 はシステムで

共通して使う設定を行います。 

3. レコード番号のカスタマイズ では各モジュールで自動採番されるレコー

ド番号をカスタマイズできます。 

4. メールコンバーター はメールボックスを読み取り、見込み客・顧客企業

など CRM のエントリを自動作成することができます。 

5. ワークフロー ではモジュール毎に自動実行したいアクションを登録でき

ます。 

6. コンフィグレーションエディター では一覧表示でのページ毎の最大エン

トリ数等のシステムの各種設定を行います。 

7. スケジューラー はワークフローやリマインダー送信等の自動実行の設定

を行えます。 

8. 顧客ポータル では設置した顧客ポータルサイトの対する各モジュールの

設定を行えます。 

9. Web フォーム は見込み客や顧客担当者へ自動で取り込む Web フォー

ムを作成できます。 
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3. ユーザー＆アクセス制御 

3.1. ユーザー 

ユーザーを新規追加するには ユーザーの追加 をクリックします。 

 

 

赤い*マークがついたものは必須項目です。 
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ユーザーのログインと役割 

 

  

ユーザー名 ログイン時に必要となります。半角英数字で入力します。 

主要電子メール パスワード再発行などに必要となります。半角英数字で入力します。 

姓 名 姓名を、漢字・ひらがな・カタカナなどで入力します。 

パスワード 半角英数字で入力します。他人に推測されにくい、長い文字列（8 文字以上を推奨）を

入力してください。 

管理 チェックをつけると、システムの管理者権限がユーザーに与えられます。 

役割 ユーザーの所属する部署や、権限などを選択します。 
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3.2. 役割 

組織内での役割や、F-RevoCRM を使うにあたっての権限などを設定します。 

 

役割の編集 

初期設定では以下のような役割があります。役割の名前（CEO など）をクリックすると編集画面へ移動しま

す。 

 

 

 

初期設定では以下のような役割があります。役割の名前（CEO など）をクリックすると編集画面へ移動しま

す。 

 

  

権限の設定方法には、以下の 2 通りがあります。 

 

 

  

権限を役割に直接割り当てる 役割が少ないときに、おすすめの設定です。 

権限を既存プロファイルから 

割り当てる 

役割が多いときに、おすすめの設定です。次項にて作成したプロファイルを、役割に割

り当てることができます。 
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権限を役割に直接割り当てる を選択すると、ユーザーが実行できる処理を、モジュールごとに細かく設定する

ことが可能です。 

 

 

 

権限を既存プロファイルから割り当てる を選択すると、予め作成しておいたプロファイルを選択し、組み合わ

せることで権限を設定できます。 
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役割の追加 

役割を追加するときは、初めに 上司または上部組織 にカーソルを乗せます。十字のボタンをクリックすると

編集画面に移動します。 

 

 

役割の削除 

上記の画面で、ゴミ箱ボタンをクリックします。 
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3.3. プロファイル 

前項の 役割 にて権限を管理するためのプロファイルを作成します。 

 

プロファイルの表示・編集 

表示・編集したいプロファイルにカーソルを乗せ、右端の編集ボタンをクリックします。 

 

 

 

プロファイルの作成 という画面が現れます。 

 

 

 

モジュール名 や 表示・作成編集・削除 のチェックを切り替えると、機能の有効化・無効化ができます。 

フィールドとツールの権限 をクリックすると、フィールドごとに詳細な権限設定ができます。 

 

プロファイルの追加 

プロファイル一覧画面にて プロファイルの追加 ボタンをクリックします。 

 

プロファイルの削除 

削除したいプロファイルにカーソルを乗せ、右端の削除ボタンをクリックします。 
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3.4. グループ 

各モジュールにて担当ユーザーを指定する際、代わりに グループ を指定することで、所属する全員を一括し

て割り当てることができます。 

 

グループの表示・編集 

表示・編集したいグループにカーソルを乗せ、右端の編集ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

グループメンバー の指定方法には 4 種類あります。 

 

ユーザー は、選択された個人だけが指定されます。 

グループ は、選択したグループのメンバー全員を、取り込むことができます。 

役割 は、選択された役割を持つメンバー全員が指定されます。 

役割とその従属 は、上記に加えて、上記を上司とするメンバー全員が指定されます。 

 

グループの追加 

グループ一覧画面にて グループの追加 ボタンをクリックします。 

 

グループの削除 

削除したいグループにカーソルを乗せ、右端の削除ボタンをクリックします。 
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3.5. 共有ルール 

CRM に登録したデータを、他のユーザーへ公開・編集許可するかどうかの設定をします。初期設定では、すべ

てのデータは公開・編集可能となっています。 

 

共有ルールの編集 

各モジュールごとにチェックをつけ、データの公開/非公開や、読取/作成/編集などを設定できます。 

非公開に設定した場合にも、役割 で設定した上司には、データが公開・編集可能な状態となります。 

 

 

 

カスタムルールの追加 

右端の 詳細な共有ルール をクリックし、さらに カスタムルールの追加 をクリックします。 

 

 

 

上段のプルダウンメニューでは データの作成者 を選択し、下段では そのデータを閲覧・編集できる人 を選

択します。それぞれに グループ 役割 役割とその従属 を割り当てることができます。 
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カスタムルールの追加 を繰り返すことで、複数のルールを作成することも可能です。 

 

 

 

 

 

3.6. ログイン履歴 

ログインしたユーザーの名前・日時・IP アドレスなどの履歴を表示します。 

ユーザーごとの絞り込み表示もできます。 
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4. スタジオ 

4.1. フィールドの編集 

各モジュールごとに、ブロックやフィールドを追加・編集・削除することができます。 

 

既存ブロックの編集 

ブロックの 表示/非表示 は、ブロック右上の 操作 ボタンから設定します。 

無効なフィールド をクリックすると、次項で無効化されたフィールドを最有効化できる画面が現れます。 

 

 

 

ブロックの順序を 並べ替える には、左上をドラッグします。 

 

 

 

 

既存フィールドの編集 

フィールド右上の 編集（鉛筆）ボタンをクリックすると、設定項目のチェックボックスが現れます。 
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各項目の意味は、以下の通りです。 

 

 

新規カスタムブロックの追加 

任意のフィールドを集めたカスタムブロックを新規作成し、画面をカスタマイズすることができます。 

 

 

 

カスタムブロックの追加 をクリックし、ブロック名（見出し）を入力します。続けて、新たに作ったブロック

を、どのブロックの下に追加するか を選択します。 

 

 

  

必須フィールド チェックをつけると、必須の入力項目となります。 

有効 チェックを外すと、フィールドが無効化されます。最有効化するには、ブロック右上の 

操作 ボタンから、無効フィールドの一覧画面を開きます。 

クイック作成 チェックをつけると、画面右上の クイック作成（大きな十字）ボタンからの作成時に、

フィールドが表示されます。 

概要表示 チェックをつけると、各モジュール概要画面（重要なフィールドだけを抜粋）に表示さ

れるようになります。 

一括編集 チェックをつけると、各モジュール一覧画面にて、一括してフィールドを編集できるよ

うになります。 

デフォルト値 チェックをつけると、入力欄が現れ、フィールドにあらかじめ値を入力しておくことが

できます。 
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新規カスタムフィールドの追加 

カスタムフィールドを追加し、入力項目を新たに作ることができます。カスタムフィールドの追加 をクリック

してください。 

 

 

 

フィールドタイプの選択 では、テキストや数字、メールアドレスやチェックボックスなど、入力方法の設定が

できます。ラベル名 にはフィールドの名前を入力します。長さ には、入力できる最大文字数を指定します。 

 

 

 

 

関連タブの配置 

登録したデータに関連するモジュールを、画面の右側に 関連タブ として配置できます。たとえば、見込み客

への訪問予定などを活動として登録した際、関連タブから予定を確認できるようになります。 

 

他にも、顧客企業に関連する見積もりやドキュメントを確認するなど、様々な使い方が可能です。 
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表示する順序は、ドラッグ＆ドロップで並べ替えることができます。 

 

 

 

一覧にないモジュールは、選択して追加することができます（すべて追加済のときには何も表示されません） 
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4.2. 定義リストエディタ 

 

モジュールと定義リストの選択 

各モジュールのデータ登録画面にある 定義リスト（ドロップダウンリスト / 選択肢）を、既存のものから変

更・追加・削除することができます。 

 

変更したい モジュール と 定義リスト を選択した上で、以下の手順を行なってください。 

 

 

 

 

 

値の割り当て 

既存の値について、その値を利用できるユーザー（役割）を限定できます。まず初めに 値の割り当て をクリ

ックしてください。 
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項目値 を選択し、さらに、その値を利用できる 役割 を選択します。特に利用者を限定しないときには すべ

ての役割 を指定してください。 

 

 

 

値の追加 

新しく値を作成することができます。項目値 は必須入力ですが、役割に割り当て は任意です。 

 

 

 

 

 

値の名前変更 

値の名前を変更することができます。 
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値の削除 

値を削除することができます。 

 

 

削除する項目 は複数選択できます。置換先 には、値を削除したあとの一括置き換え先を指定します。 

 

 

 

順番の保存 

値の表示順は、ドラッグ＆ドロップで並べ替えができます。最後に必ず 順番の保存 をクリックします。 

 

 

 

役割に割り当てる値 

ある役割のユーザーが、利用できる値の一覧 を確認できます。クリックして 有効/無効 を切り替えることも

できます。 
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4.3. 定義リスト依存関係の設定 

各モジュールのデータ登録画面にある 定義リスト（ドロップダウンリスト / 選択肢）にて、ある値を選択し

たときに、他のリストで選べる値が変化する（制限される）ように設定できます。 

 

定義リスト依存関係の追加 

画面左上の 定義リスト依存関係の追加 をクリックします。 

 

 

 

モジュール、依存元フィールド（最初に選択するほうの値）、依存先フィールド（変化するほうの値）を選択し

ます。ここでは例として、活動モジュールを利用してみます。 

 

 

 

以下の設定では、ステータス 計画済み の選択時は、すべての活動タイプが選択できます。ステータス 完了 

の選択時は、会議のみが選択できます。ステータス 取り止め の選択時は、活動タイプは無効化されます。 
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それでは実際に、活動モジュールを利用してみましょう。ステータスの値を 完了 にセットすると、活動タイ

プの値が 会議 だけしか選べないようになりました。 

 

 

 

 

 

4.4. メニューエディタ 

画面の一番上に表示されるメニューの、項目を選択できます。 

 

 

 

選択したモジュールが、メニューに追加されました。 
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4.5. モジュールマネージャ 

チェックボックスを ON/OFF することで、各モジュールの 有効/無効 を切り替えることができます。 
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5. テンプレート 

5.1. 企業の詳細 

F-RevoCRM を利用している企業の情報を登録できます。画面右上の 編集 をクリックしてください。 

 

 

 

登録した 企業ロゴ は、F-RevoCRM の画面左上に表示されます。企業名 は必須入力、その他の情報について

は任意入力です。 
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6. 他の設定 

6.1. お知らせ 

文章を入力すると、画面上部に、常にメッセージが流れるようになります。CRM の利用者に通知したい重要な

メッセージなどを入力してください。 

 

 

 

画面右上のアイコンをクリックすると、メッセージの 表示/非表示 を切り替えることができます。 

 

 

 

 

6.2. 送信メールサーバー 

F-RevoCRM から様々なメールが送られる際に、利用するメールサーバーの設定です。CRM の管理者が利用し

ているメールの SMTP の情報を入力してください。 

 

 

 

 

6.3. 在庫：諸条件 

在庫に関連するモジュール 請求書・見積もり・販売受注・購買発注 などにデータを登録する際、画面に表示

される 諸条件 の文章を編集することができます。 
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6.4. 通貨 

F-RevoCRM で利用できる通貨を設定します。通常は 日本円 が設定されていますが、それ以外の通貨を利用

したいときに設定してください。画面左上 通貨の追加 をクリックします。 

 

 

 

通貨の換算レートは日本円の 1 円を基準 とします。たとえばアメリカドルが 1 ドル 118 円のレートのとき、

1 円は 0.00835 ドルとなるため、換算レート には 0.00835 と入力します。 

 

 

 

 

6.5. レコード番号のカスタマイズ 

各モジュールに登録された データ（レコード）には、固有の レコード番号 が自動的に割り振られます。その

番号を生成する際、先頭につける 文字列（プレフィックス / 接頭辞）の編集と、連続した 数字（シーケン

ス）を何番から始めるかの設定ができます。 

 

 

 

F-RevoCRM を他システムと接続した場合など、何らかの理由で、レコード番号のないデータが存在している

ことがあります。不明なレコードシーケンスを更新 をクリックすると、そのデータに番号が付加されます。 
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6.6. 課税計算 

取引にかかる 税金・税率 についての設定ができます。 

 

製品とサービスの課税 

顧客との取引のなかで 製品やサービス を取扱う際にかかる税金を設定します。通常は 消費税 が設定されて

いますが、消費税率が変更された場合や、別の税金を追加したいときに設定します。 

 

 

 

税金の名前 と 税額（税率）を入力してください。  

 

 

 

送料と取扱手数料の課税 

顧客との取引のなかで 送料や取扱手数料 を取扱う際にかかる税金を設定します。手順は、上記と同じです。 
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6.7. メールコンバーター 

この機能については説明が長大になるため、別途マニュアルの制作を予定しています。ご了承ください。 

 

 

6.8. ワークフロー 

ある作業を行なったときに、関連する別の作業を、自動的に実行できる機能です。 

ここでは例として サポート依頼 の登録・更新時に 自動でメール送信 するワークフローを作成します。 

 

 

 

ワークフローの実行時期 

ワークフローを動作させる、最初のきっかけとなる モジュールを選択 します。ここでは「サポート依頼」を

選択し、説明 には「サポート依頼が更新されたらメール送信」と入力しました。 

 

ワークフローの実行タイミングは、データ（レコード）の保存時に毎回や、毎日・毎週などの日時を指定する

ことができます。 
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条件の追加 

ワークフローが実行される 条件 を追加します。ここでは「更新日時が変更された」を指定し、サポート依頼

を更新するたびにメールを送る設定にしました。条件の追加 をクリックすることで、複数の条件を組み合わせ

ることもできます。 

 

 

 

 

タスクの追加 

実行される タスク（メール送信）を指定します。画面左上 タスクの追加 をクリックし、電子メールの送信 

を選択します。 
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タスク（メール送信）の詳細設定をします。タスクのタイトル を入力し、メールの宛先や表題などを編集しま

す。右側のリストからオプションを選択すると、サポート依頼番号や更新者などの情報を、自動的に取得して

メールに入れることができます。 

 

 

 

最後に 完了 ボタンを押して、ワークフローを保存します。 
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6.9. コンフィグレーション エディター 

設定ファイル config.inc.php の一部を、管理画面から編集できます。画面右上の 編集 ボタンを押します。 

 

 

 

最大アップロードサイズ は F-RevoCRM にアップできるファイルの上限です。デフォルトモジュール は CRM

にログインして最初に現れる画面です。 

 

 

 

一覧表での最大文字数 は、各モジュール一覧画面の項目での文字数です。一覧表示でのページ毎の最大エント

リ数 は、1 ページに表示する最大件数です。 
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6.10. スケジューラー 

サーバーで 定期的に自動実行されるプログラム（CRON）の設定です。通常、変更の必要はありません。動作

間隔（時間）を変えたいときや、有効/無効 を切り替えたいときに設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

6.11. 顧客ポータル 

 

この機能については説明が長大になるため、別途マニュアルの制作を予定しています。ご了承ください。 
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6.12. Web フォーム 

ウェブサイトに設置できる Web フォームを生成し、既存のウェブサイトから直接 F-RevoCRM へデータを登録

することができます。初めに、画面左上 レコードの追加 をクリックします。 

 

 

 

Web フォーム情報 

各項目の入力方法は、以下の通りです。 

 

 

 

 

  

Webform Name Web フォームに分かりやすい名前をつけます。 

モジュール 設置したフォームからのデータを登録する モジュール を選択します。 

戻り URL データ登録後に移動するページの URL を入力します。 

担当 登録したデータを割り当てられる担当者を選択します。 

ステータス Web フォームの有効/無効を切り替えます。 

CAPTCHA を有効化 スパム防止のため、ランダムな英数字の画像を表示します。 
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担当者を割り当て 

担当者をラウンドロビン（順番）に割り当てる設定です。たとえば、新規の見込み客が Web フォームから登録

される場合、順番に割り当てることで負担を均等にできます。 

 

 

 

 

フィールド情報 

サイトに設置する Web フォームの入力項目 を設定します。選択した項目は、ドラッグ＆ドロップで表示順序

を変えることができます。入力完了後、右下の 保存 ボタンを押します。 

 

 

 

Web フォームが作成され、情報の一覧画面が表示されます。 
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画面右上の フォームを表示する をクリックします。 

 

 

 

表示された HTML コードをウェブサイトに貼り付ければ、Web フォームの作成・設置は完了です。 
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7. オープンソースライセンス使用許諾約款 

 

オープンソースライセンス使用許諾約款 

 

第１条（目的） 

１ シンキングリード株式会社（以下、「当社」といいます。）は、ビジネスユースでのオープンソースアプリ

ケーションの普及を目的として F-RevoCRM オープンソース（以下、「本ソフトウエア」といいます。）を利

用者に無償で提供します。利用者は、その責任において、本約款に従って本ソフトウエアを無償で使用する

ことができます。 

２ 本ソフトウエアは、the vTiger Public License Version1.2（以下「VPL1.2」といいます。）を遵守して作

成したソフトウエアであり、VPL1.2 の適用を受けるソースコードは、すべてオープンソースとして無償で公

開しています。 

 

第２条（契約の成立と終了） 

１ 利用者が本ソフトウエアをインストールしたときは、本契約を締結したものとみなします。 

２ 本契約は、利用者が本契約に違反した場合、当然に終了します。 

 

第３条（使用許諾） 

１ 当社は、本ソフトウエアにつき利用者に非独占的かつ無償で使用（複製・翻案・公衆送信・送信を含む）

することを許諾します。 

２ 当社は、本ソフトウエアのうち VPL1.2 の適用を受けるソースコードについては、利用者に非独占的かつ

無償で使用（複製・翻案・公衆送信・送信を含む）することを許諾するとともに、著作権人格権を行使しま

せん。 

 

第４条（改変・修正） 

利用者は、自己の責任で本ソフトウエアの内容を改変し、あるいは修正することができます。ただし、改

変・修正によって作出した二次的著作物には、F-RevoCRM という語、またはこれと類似する語句が含まれな

いように書き換えなければなりません。 

 

第５条（無保証） 

１ 当社は、本ソフトウエアを、現状のまま提供するものとし、支障なく作動すること、動作・内容について

瑕疵が存しないこと、第三者の権利を侵害していないことその他明示・黙示を問わず、何らの保証をしませ

ん。 

２ 当社は、本ソフトウエアの使用により生じたいかなる損害の賠償の責も負わず、利用者は、自らの責任と

負担において使用するものとします。 
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第６条（ライセンス契約） 

 利用者が F-RevoCRM のうち非公開となっている当社独自開発部分のソースコードを使用する場合は、別途

当社とのライセンス契約を締結しなければなりません。 

 

第７条（メインテナンス契約） 

利用者が当社に本ソフトウエアのメインテナンスを依頼する場合には、別途当社との間でメインテナンス契

約を締結しなければなりません。 

 

第８条（準拠法及び管轄） 

１ 本約款の準拠法は日本法とし、それに従って解釈されるものとします。 

２ 本約款に関連する紛争は、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

第９条（約款の変更） 

当社は、この約款を変更することがあります。この場合の提供条件は変更後の約款によります。 

 

平成 26 年 4 月 1 日制定 

 

 

8. 改訂履歴 

日付 Version 内容 

2015/07/22 FRAM62-01 初版 

2019/06/13 FRAM62-01 会社住所変更 

 


